








研究目的

　分娩の管理を安全に遂行するためには,その過程に影響をおよぼす要因が明

らかにされる必要がある。ことに,約 93%(九大産婦人科,昭和 50 年度臨床統計)

を占める分娩様式である経腔分娩においては,産道と児頭断面に見られる特異

な shape and/or size factor が極めて重要な意義を有することになる。この

ことは,分娩のいわゆる機械的側面に関する研究として産科学の歴史そのもの

といえるほどの長期にわたる主題であったにもかかわらず,いまだその終焉を

見てはいない。まして,従来に比べ寡産の傾向を示す現代社会においては,高い

水準における管理が要求されており,その重要度において分娩の要因効果抽出

に関する研究はより強い関心が寄せられるべき事態に至ったものと考えられる。


